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1. 研究目的
われわれは、これまて艮年にわたって貞に幸伽
：こ生きるために欠くことのてきない体育を、発杞
の飛趾的転換を汽図的に図りなから刑論的・実践
的江追求してきた u その上にたって、体育晶甘悦
を逹成するのに効果的な指導内容の柏選・間梵な
とに役＿1［つ根本的なこと、換ローすると、甚礎•仏
本的なことを明らかにする必要かあるという結論
：こ達したし- カ、われわれは、人間か牛ilt にわだっ
で｛＇：福に生きるのに欠くことのて苔ないような役
割を果たすことのてきる体育虹動を年代、人間と
しての望ましい生き）jなとに即して休系的に雁 \’r
していくことは、体育学における最も重要な永遠
の某本的研究諜題の一つになっているべぎである
と考えている r したかって、この面からしても、
休育運動（広義ての休育的スポーツ）の柏選・改
ている。
本研究の目的は第 1 には、体育科における指導
内容の仝休0) 中に巖図的に内介させる某礎的なこ
と、某本的なこと、悲悦・見本的なことなと 0) と
らえ）j •あり）」を究 f町すること 第 2 には、休ff
fI• における休盲‘]巫動の今休に内在さサる某礎· ll、
本的なことのとらえ方•あり）j、そのようなとら
え｝」•あり）」に l!|l する）加l ての ）Ji茫・杭本的動苔
の休系化なとを究明することにある．9
2. 研
第 l こ、われわれは休育のあり力を号える Iり、 'rl!、
究 法
を 11,',I 人的・ネ［公的にみて州ましし、「 1'fu な牛き力 1
111 きかいのある生き力 1 とにおき、休育を「．r
に全ての身休的なことを通して、 11l,1 人的・社会的
にみて沼ましい生ぎ力`のてきる人間の均休的柏神
的育成を点図的に図る、／l．泊全体を 面的に設訃·
統伺する現象J としてとらえているヘ
人間の生活· It:{f に欠くことのて苔ない役割を果苫・間発などに役立つ基礎·某本的なことを体系
的に確立しておくことが重度な課題になると考え
くことにしだ
ここでは、
たすことのて苔る指導内容に 1}、]｛L させる甚礎·)よ
本的なことを、次に示す価究‘i)、•によって探ってし＼
--l-
11 基本と基礎という用語の使い方を区別する
ために、辞典、科学文献、日常会話などにお
ける使い方の傾向を探る。
12) 体育科の指導内容の全体に内在させる基礎・
基本的なことのとらえ方•あり方をこれまで
の研究によって得た「体育のとらえ方•あり
方」を原点にした演繹的考察によって探る。
第 2 に、体育運動に内在させる基礎・基本的な
ことを次に示すような理論的考察によって探って
いくことにした。
(1) 先立つ研究によって得た基礎・基本という
3. 研究結果と考察
(1) 基礎・基本的なことのとらえ方
基礎及び基本という用，iitの使い方は、辞典、科
学的文献、日常会話などからみて、必ずしも明確
には区別されていない。したがって、使い方にみ
られる諸傾向に着目して両者を明確に区別すると、
甚礎的なことは表 l に示すように「現象の、広く
応用に役立つ、根本的なこと」、換言すると「現
象の、階／吋構造的にとらえられる、根本的階層に
位置づけられること」としてとらえられる。基本
用語の使い方、指導内容の全体に内在させる
基礎・基本的なことのとらえ方•あり方、体
育運動の全体に内在させる基礎・基本的なこ
とのとらえ方•あり方などに関する知見をも
とにして、体育運動の全体に内在させる基礎・
甚本的なことを主に演繹的考察によって探る。
(2) 体育運動に内在させる甚礎・基本的なこと
の中でも、その中核となる基礎・基本的動き
のとらえ方•あり方を主に演繹的考察によっ
て探る。
的なことは「ある現象を組み立てるのに欠く
ことのできない根本的なこと」、換言すると
「現象の、縦断構造的にとらえられる、根本
的な柱になること」としてとらえられる。し
たがって、基礎・基本的なことは「ある現象
における、広く応用的に役立ち、現象を組み
立てるの：こ欠くことのできない根本的な柱に
なることー、揆言すると「現象の階）曽的縦断
的構造と＇ーてこらえられる根本的なこと」と
してとらえら i_ る
表 l 基礎・基本的なことのとらえ方
① 現象の、広く応用的に役立つ｀根本的なこと(1) 基碇的なこと{
念、， 現象の、 F昔居構造的にとらえられる、根本的浩臼こ位匹づけられること
① 現象を組み立てるのに欠くことのできない根本的なこと根本的なこと十（2) 基本的なこと｛
② 現象の｀縦断構造的にとらえられる｀根本的な柱になること
① 広く応用的に役立つ、現象を組み立てるのに欠くことができないL(3) 麟・基本的廷と［根本的な柱になること
② 階陪的縦断的構造としてとらえられる根本的なこと
(2) 体育科における指導内容の全体に内在させ
る基礎・基本的なことのとらえ方•あり方
① 体育のとらえ方•あり方について
われわれは体育のあり方を考える原点を個人的·
社会的にみて望ましい平和な生きがいのある生き
方に求めているこしたがって、なによりもまずそ
のような方向での体育及び体育科のとらえ方•あ
り方について考察する必要がある。表 2 はわれわ
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れの体育のとらえ方•あり方を考える原点を示したものになっている。
表 2 体育のとらえ方・在り方をぢえる原点
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育・…教育の育でなく育成の育
（教えることではなく育てること）
偲人的・社会的にみて望ましい平和な生き方
とらえ方の原点として、「休は柏神的身体的存
在としての人間に対する身体的粘神的存在として
の人間」いわゆる「こころに対するからだ I
て、「育は教育のではなく育成の育」
―教えるのではなく育てること J
とし
いわゆる
としてとらえら
れることを示し、あり方の原点としては、「個人
的・ t I会的にみて望ましい平和な生合）j」と「個
人(1り・ネ 1会的にみて望ましい生きがいのある生ぎ
方」をあげることがてきる C，また、このような休
育のとらえ方•あり方の原点に立つと、体育に対
応する現象として心育をあけることかできよう。
しかも 1本育と心育は人間の4 き力の司令塔的役割
を果たすことのできるものであり、体育は「主に
仝ての身1本的なことを通して、個人的・社会的に
みて望ましい 1 き力のてきる人間の身1本的柏神的
育成を立図的に図る、生活全休を一面的に設計・
統御する現象J てあり、心育は「 i に全ての柏神
的なことを通して、個人的・ネl 会的にみて望まし
い生苔方ので喜る人間の柏神的身体的育成を図る、
である牛泊全体を一血的に設計・統御する現象」
と定毅てぎるものてあなこのような定義をまと
めたものが人 3 である J
表 3 体育・心育のとらえ力※
i 体 育 の と ら 、文 方 1I ,u、 • 育 の と ら ぇ 方
'| 一己 的 倦人的・社会的にみて望ましい生き方のできる人 侶人的・社会的にみて望ましい生き方のできる人間の
I 間の身体的精神的育成 語神的身体的育成I 
'= 段 主に身体的なことの全て | 王｝こ請神的なことの全てI " 
！現 象 生活全住にわたる主に身体面からの穀計・統毎現致 生活全体にわたる王に請神面からの設計・統御現象
I 
※ 体育（心育）は、王に全ての身体的なこと（頚神的なこと）を通して．悟人的・社会的にみて望ましい生き方のできる
人間の身体的、精神的育成（精神的身体的育成）を意図的に図る、生活全体を一面的に設計・玩毎する現致である。
一方、そのような体育現象及ひ心育現象を実践
的な視点からとらえ示そうとしたものか表 4 、表
5 である。表 4 は、体育現象を実践的にとらえ示
したものになっている。体育現象は大きく体育手
段と 1本育生活に区分てぎる まだ、 1本肯手段は身
体運動としての体育運動(、1本育的スポーツ）、体
育化も図られた生活運動、そして柏神活動にも含
まれている休育化も図られた身休運動及び体育的
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保健手段としても位置づけられる環境負荷として
の自然環境負荷、人工環境負荷、 さらに身体への
影響に着目して体育手段としても位置づけられる
体育化も図られた精神活動、また体育的保健手段
としての栄養のとり方、休養のとり方、衛生の図
り方などに区分できる。体育生活は、 1 日の体育
生活の行い方、 1 週の体育生活の行い方、年間の
体育生活の行い方に区分できる。
表 4 体育現象の実践的なとらえ方
琴・翌•水・気温・饂・茫、など
9年ぶf孔J..T的R呻存ーサウナた会む冬．廷(J)
境負荷沿：
育化も図られた精神活動 ※ 4 
丙のとり方
羹てでのとり方
・一生の図り方、 など
は育生活の行い方
咋生活の行い方
体育生活の行い方
※ l すべての身体的現象
※ 2 生活現象の一面巴
※ 3 環境負荷は体育的保健手殿としてもとらえられる。
※ 4 精神活勘は、身はへの影罫：：を目して、体百手段としても位臣づける。
表 5 心育現象の実践的なとらえ方
「宗訟嘩勁心育を主なねらいとする活叶力言二;;~疇
各人に独目な心育活勁[ 生生活に伴う精神活勁神活§)Jt心育化も図られた日常砧神的醒」［暇生活に伴う迂神活勁
非生産的、非余暇的日常生活に伴う語神活勁
L身体的活勁に含ま
育化も図られた身体的活勁
心育現象i r心育化も図られた菜境刺激
心育化も図られた体育的保迎手段
1 日の心育生活の行い方
l l 心育生活^ 1 遇の心育生活の行い方L年間の心育生活の行い方
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表 5 は、心育現象を実践的にとらえ示したもの
，こなっている。心育現象も体育現象と同様に手段
と生活に大別してとらえられる。心育手段は、粕
袖活動としての心育を主なねらいとする活動、心
育化も図られた日常粕神的活動、身1本的活動に含
まれている心育化も図られた精神活動などの一群
と、心育化も図られた身体的活動、そして心育化
も図られた環境刺激、心育化も図られた1本育的保
建手段をあげることができる。心育生活は、 1 日
の心育生活の行い方、 1 週の心育生活の行い方、
年間の心育生活の行い方に区別できる。
ご 体育科・休育科教育のあり方について
われわれは体育科の指導内容全体に内在させる
甚礎·基本的なことのとらえ方•あり方を究明す
る場合は、先立つ研究として、体育科・イ本育科教
育のあり方を究明する必要があると考え、教科の
特性、指導目標、指導内容、指導法などについて
究明した。表 6 は、われわれの究明した体育科・
体育科教育のあり方を示したものになっている。
表 6 体育科・体育科教育の在り方
牙一般如と区別した生活教科性活指湧の巫要な坦）の一つとして位器づける。l.5年特性に沼目として-t②吋躙肖指導の中松的な坦として位紅づける。
※ 
9、3 学習成紺（の評定には英践的学力を巫視する。
［① ｛印の学習・実践を通して身体的話神的人間形成を図らせる。
2. 指苗目即濯目して () 平和な生きがいがある｀めざす生き方臼Ill ，た（木百生f手を巴ら廿るL③ 紅育に閃する毀桟学力を高めさせる。
3 ．疇内容＇ i項目して
[]} 糾rmi叩力の効果的な行い方及び生活化を取り上げる。
令） 各種生活迎動の体育化を取り上げる。4 培嘔1千目して一ー［言□喜□□□□□□□
④指導には知育的方法柏百的方法意育（行育）的方法などを用いて学習意欲を
潅必させ，効果的な実践をさせるように指否する．
※ 実践的学力には休百実践に閃する知識・珂用と創造性、実践への態度、実践的習慣などが含まれる。
ア．教科特性に着目して
体育科の教科特性は大別して、次の 3 つの視点
からそのあり方を示すことができる。その l つは、
一般教科（国語、杜会、理科、数学、など） と区
別した生活教科（生活指導の重要な場）の一つと
して位置づけることが望ましい。 2 つには、学校
体育指導の中核的な場として位置づけること。 3 
つには、学習成績の評定には実践的学力（体育に
関する知識・理解と創造性、実践への態度、実践
習慣、など）を重視しなければならないことがあ
げられる。
イ．指導目標に着目して
体育科の指導目標は大別して、次の 3 つの視点
からそのあり方をとらえることができる。その l
つは、体育の学習実践を通して身休的粕神的人間
形成を図らせることがその中核に位置づけられな
ければならない。特に、生涯休育が標榜されてい
る今日、これが具現化されるためには、身体的粕
神的人間形成を図ることが最も重要課題になる。
2 つには、平和な生きがいのある、めざす生き方
に即した体育生活を図らせることがあげられる。
3 つには、体育に関する実践的学力の向上があげ
られる。
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ウ．指導内容に着目して
上辿した教科特性及び指導目標を達成させるた
めの指導内容は大別して、次の 4 つの視点からそ
のあり方をとらえることがて苔る C l つには、
杜体育運動の効果的な行い方及びその生活化を取
各
り上げる必要かある 2 つには、各釉生活運動の
体育化を取り＿卜ける必要かある、， 3 つには、各種
体育的保健の叶活化を取り l＾げる必要かある。
)J か計画的に高められるように指導する必要があ
3 つには、児爪•生徒の特性に 11[1 した坪想的る 。
な生き力の憎叫生になるような体育生活を絶えず
図らせるように指導することがあげられる。
には、指導には知育的力江、情育的力怯、意育
4 つ
?
（行育）的）j法なとを用いて学習意欲を高めさせ、
効果的な実践をさせるように指導することかあけ
られるっ
つには、牛活令体の体育化、換百すれば生活仝休
の身休面からの設叶・統御の行い力を以り」．げる
必要があるし
工．指導法に着日して
じ述した教刊特竹、指導目標、指導内容に仏づ
く指導訊は人別して、次の 4 つの視点からとらえ
ておくことが有効であるっ
染の中て体育請日椋か効呆的に逹成て苔るような
実践か行われるように指唸をする必要のあること
があげられる＼
1 つには、鉦時間の授
2 つには、休育に関する実践的学
~ 
?'~ 体育科における指導内容に内在させる基礎
基本的なことについて
指導内容に内在させる基礎・基本的なこと
につし）て
衣 7 は、休育の指爵内容に内イI させる某礎・基
本的なことの全休としてのあり）j をまとめて示そ
うとしたものになっている： この人は形式的構造
的には、次のような視点からまとめたものになっ
ている。
ア．体育：こ I)、J 介させる根本的なことを悲礎
表 7 体育の指導内容に内在させる基礎·怯本的なこピ〗土
附、仔段附 階 出，ロ
段 階 -` 即 し
柱? ?? ?
~· 
!' 
,‘ 
基
??
J’' 
卜
｀い四的実践的階吊
J [ 
りLi
附
ご直接的実践四碑
（3; 詰訊的価値の追求・実現が樗令
によって図られている生活
J［二ごズ:〗1ぶ冑‘れ
烈渚体育ぞ兵： 、T)全体としての生活
への取り入れ方（ ！ど予貪‘ 生活）
麟・基本的な動き｀勁きづ（リの行い方などに関する
こと
体力の向上に役立つ迎的負荷、体力つくりのすすめ方な
どに関すること
鍔合 によるレクリエーシコソ及ひ積さ的休息に関す
ること
信脊 による枯神的人間百哀（請苫凹能力、態度の育
成）に1関すること災宮の予防・克脱能力の＇、責
すること
② 諸基本的価値の追求•実現能カダ＇
1，手肴による開う：ー：口；；；／｀ロ鱈手飴期鱈合
① 平和な生きかいのちる主き方が
によって囚られている生活
② 
、rfm[、平! 
平和な庄きがい匂ある主き方のできる能力のぷ4年月 による翌発
基戻的閉，序
{P)
（か）和）
???
-中~® 印方庄による開発に関
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ア·基礎的階層の右の系列に小した 5 つの払本的
な杜は、主に体育目標とする諾基本的能力の開発
，こ着目した立て方になっている。左の系列に示し
でりつの柱は、体育実践をする人の生活頷籾に即
-tこ立て方になっているし
，．直按的実践的階州の左の系列に示した 2 つの
z1- ，よ、計1直i的体育実践に着日した立て方になって
． J る 左の貞ん中の系列にぷした 3 つの柱は、体
戸1、'践をする人の類邸に即した立て力になってい
こ
体育実践は語体育運動、休育化も図られた諸生
三咆釣、諸粘神活動、栄養のとり方、休社のとり
・マ、なとの語休育手段とそれらを用いて休育4活
こ．';,)形て、左の真ん中の系列に示した人の類犯I
:t；して行われてしヽくことになる。
-．完極的実践的階屑の左の系列は、人間の追求·
こ迄丁ることの期待される価仙に着目した休育 H
'-"=-を打：こした立て方になっている c、右 0) 系列は、
人間：ここって詔ましい牛き力になるような生活に
着目しだ体育目標を杜にした立て力になっている。
ここに示した 2 種類の村は、いすれも直接的実
践的階屈における実践的 I}、J容を真に人間にとって
望ましい方向に導くのに欠くことかで合ない。換
百すると、これらの柱は直按的実践的階屈に位屑
づけられることの根本的実践的なあり方を示して
いる。また、これらの柱は某礎的階I，，，りにおける基
礎・某本的なことの根本的なあり）j をがしている（万
}〈 8 は、衣 7 において考察した力怯によって 1本
育の指樽内容に内在させる某礎・某本的なことの
全体としてのあり力をまとめて／］＜したが、ここで
は生消スポーツか叫はれている今日、真に人間の
云『福な牛き）j に責するスポーツのあり）j の究明も
重要な課題になってくるとどえられることから、
}< 7 と同様の祝息から国」［スポーツに内在させる
払礎・凡本的なことのとらえ力•あり力を小した
ものになっている，
衣 8 国民スポーツに内在させる集礎・基本的なことのとらえカ・イ」り）j
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② 体育学の基礎・基本的な構造について
休育に内介させる甚礎・甚本的なことは、休育
学における最も重要な研究諜切の『「として、体
育学の仝休としての望ましい体系の中に位閻づけ
て研究していくことが必要である。それは、 この
分野の研究成呆は体育を目椋に即する力向て発展
させる、中核的な役割を果たし得るからてある。
表 9 は、休育学の各専門晶禎域が体育学の全体
の中てとのように位置つけられるかを示すために、
体育学の基礎・基本的構造的なとらえ方を試みた
ものになっている c 表中の実践的払礎的陪I曽に位
置つけられた「実践系基礎体育学」の諸領域ては、
衣 7 における某礎的階層の左の系列に示した某礎・
某本的な柱になっていることを専門領域として研
究していく，これらの中で、今日確立されている
領域には「｛本）J学I があげられるのみである C9
表 9 体育学休系の基礎・甚本的構造
陀 府 段 陀 臣店 段陀 •,一~ 即 し た 在~3 ~ 本 的 柱
□£ ③は叩戸実践的陀用 体 ＠体百敦n学O-1 体百窓動学
学 @-2 体育的（呆匝学
陪 ~ - -•一．．．．， l ー- - - -—•'—— - -
的 ｮ 体百的人間形成学
応
用
的
陀 ン学
阿
③ 自然妥母甜杜臼芹芦 0 人文・社会呆苓笠体百学
応用的基述的陪屈 五礎体育学 ヒー―- - - - - - - - - - - - - -l 
①体育哲学
② 自然系基礎科学 ③ 人文・社会系苔礎科学
甚 碕 的 陀 陪 茫況科学 -— •-- - --, ー・， ..- 一 l • 一- - 一， 一- - 一，．． —l • - --’’ 
① 哲学
※体百学の特性，．.. a:実践科学性（実用科学性）、②哲学的統合性（当為性）、〇洋際科学性（複合科学性），④応用科学性
休育＇学の払礎的附I＼りに位罹つけられる晶嬰礎休
有学における研究成呆は、甚礎科学の一面的な視
点か中心になった知見てあることか原囚して、 • 
般に実践内容に直ちに結ひつかなくなグ．）ている、9
諸実践体育学ではそれそれの独自な研究を行うの
みてなく、晶見礎休育学にわたる仙究成呆を実践
に役立つ）j向て統合していくことか期待される：
体育運動に内在させる甚礎・基本的なことに
着目した休育運動の創込について
休育指導の充実には、休育の H 的・日椋に即す
る方向で指導内容の重要な一部となる休育連重））の
整備充丈かあげられる。 1］に、現在の体育運動は
体採を除けは体育目標を直桜ねらいとする体育連
動か存行しないことから、体育虹動を体育運動に
内任させるべぎ悲礎・払本的なことに着日して体
系的に向l造していくことか、体育学研究の永遠の
諜題になってくる。
図 l は、 そのような力向に即する休育運動の休
系創造のだめの研究チャートを示したものになっ
てし＼る，
ここては、まず現在および将米の牛活・牛存に
欠くことかで苔ない払礎・基本的動きを休系的に
究叫するっそのじにたって、体育運動に内在させ
ることが亨ましいと考えられる基礎・基本的動き
を効果的な動き方の究叫及び人間の身休の可能性
0)究叫の結果得られた研究成呆を路まえて、体系
的に確立する。
次に、 1本育の実践は年齢は階によってその内容を
8-
図 l 体育運動に内在させる基礎・基本的なことに着目した
体育運動の体系的創造のための研究チャート
現在および将来の
生活•生存に欠く
ことのできない基
礎・基木的動きの
休系的究明
効果的な動き方の I
究明
体育埋動に内在さ
せる基礎・某木的
勁きの休系的確立
l 生命カ・基礎行動体力な
どの向上を主なねらいと
する基碇的動きの究明
年齢段階などに即して身につ
けることの期待される基礎・
基本的勁きの体系的確立
美しさ、楽しさな
どをねらいとする基
礎的動きの究明
年齢段階などに
即した休育迎動
の休系的確立
人間の身休的可
能性の究明
生命カ・基捉行動休力など
の育成のための、年齢・性
•能力などに即した迎動負
荷・四境負荷などの究明
社会性・意志力など
の休育削動を通して
の育成法休育剋動
によるレクリエーシ
ョンのメカニズム、
などの究明
選択することが必須の条件になることから、生命
カ・基礎行動体力などの向上を主なねらいとする
基礎的動きの究明及び生命カ・甚礎行動体力など
の育成のための、年齢·性・能力などに即した運
動負荷・環境負荷などの究明の研究成果を踏まえ
て、年齢段階などに且［］して身につけることの期待
される基礎・基本的動きを体系的に確立する。そ
の結果を踏まえ、年齢段階に即した体育述動を、
美しさ、楽しさ、などをねらいとする基礎的動き
の究明および社会性・意志力などの体育運動を通
しての育成法、体育巡動によるレクリエーション
のメカニズム、などの究明結果を踏まえた上で体
系的に確立する必要がある。
(4) 人間の生活•生存に要求される基礎・基本的
動きについて
人間の生活•生存に要求される基礎的動きにつ
いて、いままで究明してきた基礎・基本のとらえ
方•あり方をもとにして体系的な確立を試みたの
が表10である。
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表10 人間の生活•生存に要求される基礎・基本的動きのとらえ方
人間の生活•生
存に着目して
日常生活に要求される動き
災害の予防・克服に要求される動き
生産に要求される動き
レクリェーションに使われる動き
生命力、筋力、スピード・バワー、持久力｀柔軟生などを高めるために特別に工夫された勁き
第 1 次的基礎的勁き※ 1
動きの段階的な
とらえ方に着目
要素的な勁き………立つ．走る、など
第2次的基礎的勁き※ 2
して
いくつかの要素的な動きの含まれている基疑的な勁き
………整列して歩く、走ってきて遠くへとぶなど
第 3次的基礎的勁き※ 3
第 1 、第 2次の動きが含まれている知的な基碇的動き
………泳いでいる人を救ける、長距離をよい記録
人間の生物的
条件に着目して
で走るペースなど
①年代に即した動き
②性に即した動き
③障害条件に即した動き
その他の条件に
着目して
①基礎行動体力要因に着目してとらえた動き
？）場の人的条件に着目してとらえた動き
③環境の種類に着目してとらえた動き
④喋境の場所的条件に着目してとらえた動き
⑤動きの物的条件に着目してとらえた動き
※ 1 、※ 2 目勁化することの望まれる動き
※ 3 目動化することの望まれる動きの知恵
ここでは、人間の生活•生存に着目した場合の
基礎的動きを日常生活に要求される動き、災害の
予防・克服に要求される動き、生産に要求される
動き、レクリエーションに使われる動き、生命力、
筋力、スピード・パワー、持久力、柔軟性などを
高めるために特別に工夫された動き、などの 5 類
型でとらえることにした。また、それらの動きに
ついて動きの段階的な視点からとらえてみること
にした。立つ、走る、などの要索的な動きを第 l
次的基礎的動きとして位置づけ、いくつかの要索
的な動きの含まれている基礎的な動きの例となる、
整列して歩く、走ってきて遠くへ跳ぶ、などの動
きを第 2 次的基礎的動きとして位置づけ、さらに、
これら第 1 次、第 2 次の動きが含まれている知的
な基礎的動きの例となる、泳いでいる人を助ける、
長距離をよい記録で走るペースなどを第 3 次的甚
礎的動きとして位置づけてみた。
一方、人間はその生物としての諸条件のもとで
生きなければならないことから、その視点からも
動きをとらえておく必要がある。ここでは、年代
に即した動き、性に郎した動き、 1硲害条件に即し
た動きをあげることができる。また、人間の生物
的条件に着目した動きについても、それぞれにつ
いて基礎行動休力要因に着目してとらえた動き、
場の人的条件着目してとらえた動き、環境の場所
的条件に着目してとらえた動き、動きの物的条件
に着目してとらえた動き、などといったその他の
条件に着目して基礎的動きをとらえておくことが
具体的な動きの内容づくりに有効であると考えら
れる。
4. 結論的示唆
この研究によって、体育に内在させる基礎・基
本的なことのあり方に関連して、次のいくつかの
示唆を引き出すことができよう。
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ーし 真に人間の望ましい生活•生存に欠くこと
一つてぎないような体育を確直するには、休育の実
内容に内在させる某礎・基本的なことを体系
―、, ：こ究明する必要がある。
2 体育の実践内容に内在させる基礎・某本的
二こことは、 3 種類の体育目標の中の基本的能力の
戸成：こ着目して基本的な柱を立てる C，また、望ま
-v' 生活、追求・実現か期待される価値などに着
→ーだ目標は、基礎・基本的なことの実践的根本
マなあり力になることとして位償つけられる。
} 休育に内在させる某礎・基本的なことを体
ニーミー＇ぶこ究明するために、体育学の専門領域の—惜群
こ＼ーで「実践系払礎休育学」を確立する必要かあ
1 人間の生活•生存に要求される某礎・基本
-翌苔を、動苔 0）とらえ方に即して休系的に究明
ー、指噂内容として確I'［する必要かある。
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